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＜連絡事項＞

阿部大Ns体調不良にて3/14日まで病欠となります。勤務調整していきますので協力お願いいたします。各自、健康管理に注意して下さい。

医療福祉学会の抄録がきていますので、忘れずに持っていきましょう。

＜患者様連絡事項＞

・外山　尚武様～日赤病院から処方された薬が明日で切れる為、当院にて処方切り替わります。

　　　　　　　　　ベスタミオンは止めとなり、以後定期処方となります。

· 角沢　源四郎様～本日の朝で切れた為、7日分継続処方となっています。再度介護認定を行っ

た結果、要介護２であったとの事です。PSWよりグールプホームの入所希

望がご家族よりあるが、申し込みしても待機する事になる事説明されてい

ます。退院後についてはまだ具体的には決まっておらず検討中です。

・坂　貢様～本日、室岡整形受診して、イサロン　1T　インフリー　2CP 2×７T　処方となっ

ています。

・片石　信悦様～体重の記載漏れがありますので、忘れずに記載していきましよう。準夜帯の

　　　　　　　　20時となっています。

＜安ヶ平Dr診察＞

・新堂　寿子様～鼻水の訴えあり、総合感冒薬本日の夕から3日分処方となってます。

・川村　和則様～風邪症状訴えあり、総合感冒薬本日の夕から5日分処方となってます。

・長谷川　陽一様～風邪症状訴えあり、総合感冒薬処方となっていましたが、本日も続いてい

るとの事で明日の夕から総合感冒薬5日分処方となってます

・佐々木　貞吉様～本人、希望により粥から常食へ本日夕から変更となっています。

＜破損伝票状況＞

･11号室、トイレのドアノブ破損伝票提出ずみ。

･東Ａのガーデニングチェアー破損伝票提出ずみ。

･浴室のドアの開閉が悪いので朱夏に伝票提出ずみ。

･浴室の蛍光灯取替えを朱夏に依頼伝票提出ずみ。。

＜隔離・拘束患者様検討＞

・畑中　成夫様～終日隔離・身体拘束継続中。朝より食事介助の際にお膳をひっくり返す事あ

り、拘束調整を行っています。昼食は自力にて全量摂取されていますが、ラ

ーメンの汁をスタッフへかけようとする行為や、拘束調整の際も介入したス

タッフへキックする行動あり、本日、不穏行動見られるため下肢の拘束解除

は見合わせています。引き続き、不穏状態続いているため、粗暴行為に注意

して対応していきましょう。

・乙部純一郎様～本日は破損行為なく、開放観察時はベンチに横になり休まれています。

引き続き、食事は他患者様が摂取後、スタッフ見守りにてホールで摂取して

います。

・小笠原久年様～終日隔離継続中。表情の硬さあり、本日もタバコ要求・トイレこもり頻回に

みられています。その後トイレこもりに見られています。壁を蹴る行為はな

く、妄想発言はありませんが、室内で壁に向かって独語している様子ありま

す。ＯＴは集中して取り組むことが出来ない様子あり途中退席されています。

引き続き、退室時、突発的な行動をとる危険性ある為介入時注意し、夜間の睡眠の不安定さみられています。不穏行動に注意し観察して行きましょう。

・　和田　　昌様～終日隔離継続中。本日、服薬は拒む事なく応じており、ドアを蹴り・ドアノブを破損行為は見られていませんが、スタッフコール頻回にあり、介入には、易怒的となる事ないが、まとまりなく話し掛けみられています。又、診察にて昨日までのリントン筋注は止めとなり、今後、錠剤のみで様子観察の指示あります。引き続き、静かな環境の必要性を伝え・対応は慎重に冷静に行い刺激を与えないように介入していきましょう。
＜要注目患者様＞

・中村　スミ様～本日の朝食時はゆっくりと摂取できています。気分・表情穏やかで、介入に対しての興奮は見られていません。食事の摂取も変動がありますので、菓子パンなど補給を促していきましょう。引き続き、水分補給・排泄の確認など、こまめに介入を行ってください。

･藤井　孝蔵様～喫煙後、オートドア前付近に行く事あり、スタッフ介入に対して抵抗みられています。余暇時も、Ａユニットのドア付近におり自分でテンキーをいじる事みられています。声掛けに対しても返答ない患者様である為、引き続き、所在確認を明確に行っていきましょう。

